
今までも、これからも橋梁事業
に意欲を持つ団体・企業
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野崎　秀則 

今年２月　テレビ放送枠を拡大した第2弾が放送決定！ 

熊
本
県
の
海
上
約
8
・
8

㎞
を
結
ぶ
「
八
代
・
天
草
シ

ー
ラ
イ
ン
」
の
構
想
実
現
に

向
け
、
県
を
中
心
に
組
織
さ

れ
た
「
建
設
促
進
協
議
会
」

（
会
長
＝
樺
島
郁
夫
・
同
県

知
事
）は
昨
年
12
月
12
日
、第

1
回「
構
想
推
進
大
会
」を
同

県
上
天
草
市
の
メ
ー
ン
会
場

と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
い
た
。

樺
島
会
長
は
挨
拶
で
、
こ

の
地
域
が
近
年
、
人
流
・
物

流
の
拠
点
と
し
て
期
待
が
高

ま
っ
て
い
る
と
指
摘
。
シ
ー

ラ
イ
ン
の
構
想
実
現
は
、
九

州
の
一
体
的
な
発
展
に
寄
与

す
る
と
と
も
に
、
災
害
時
の

代
替
ル
ー
ト
に
も
な
る
と
述

べ
、「
早
期
の
実
現
が
必
要
」

と
強
調
し
た
。

ま
た
、
地
元
選
出
の
金
子

恭
之
総
務
相
と
、
藤
巻
浩
之

・
国
土
交
通
省
九
州
地
方
整

備
局
長
ら
が
挨
拶
。

最
後
に
、
事
業
化
に
必
要

な
調
査
・
検
討
の
早
期
着
手

を
求
め
る
大
会
決
議
を
採
択

し
た
。

熊本県九
州
地
整

藤
巻
局
長
も
出
席 主主

張張

昨
年
暮
れ
も
、
架
橋
を
喜
ぶ
声

が
各
地
か
ら
届
い
た
。

例
え
ば
長
野
県
上
田
市
で
は
、

2
0
1
9
年
の
台
風
で
流
さ
れ
た

内
村
橋
の
架
け
替
え
が
完
成
し
、

「
待
ち
に
待
っ
た
」「
住
民
か
ら

喜
び
の
声
が
上
が
っ
た
」
な
ど
と

報
じ
ら
れ
た（
信
濃
毎
日
新
聞
）。

山
形
県
南
陽
市
で
は
大
橋
が
完

成
し
、
式
典
で
市
長
が
「
市
の
明

る
い
未
来
に
つ
な
が
る
橋
」
と
挨

拶
し
た
（
山
形
新
聞
）。

本
紙
が
折
に
触
れ
て
紹
介
し
て

い
る
句
が
あ
る
。

あ
り
が
た
や

い
た
だ
い
て
踏

む

橋
の
霜

松
尾
芭
蕉

芭
蕉
が
庵
を
結
ん
で
い
た
隅
田

川
の
ほ
と
り
か
ら
は
、
初
代
新
大

橋
を
造
っ
て
い
る
様
子
が
よ
く
見

え
た
。

こ
の
「
あ
り
が
た
や
」、
つ
ま

り
人
々
の
喜
び
こ
そ
公
共
事
業
の

原
点
と
考
え
る
。
当
た
り
前
の
こ

と
で
は
あ
る
が
、
社
会
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
は
、
発
注
者
や
受
注
者
の

た
め
に
行
わ
れ
る
の
で
は
な
い
。

暮
ら
し
や
経
済
を
支
え
る
た
め

だ
。
そ
の
結
果
が
人
々
に
喜
ば
れ

る
か
ら
こ
そ
、
発
注
者
も
受
注
者

も
汗
の
流
し
が
い
が
あ
る
。
社
会

的
に
深
い
意
義
の
あ
る
仕
事
に
携

わ
っ
て
い
る
の
だ
。

そ
う
し
た
喜
び
の
一
方
で
、
気

に
な
る
報
道
も
あ
っ
た
。
太
宰
治

が
好
き
だ
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る

東
京
・
三
鷹
市
の
Ｊ
Ｒ
線
「
三
鷹

跨
線
人
道
橋
」
が
解
体
・
撤
去
さ

れ
る
（
東
京
新
聞
）。
Ｊ
Ｒ
が
市

に
無
償
譲
渡
を
持
ち
掛
け
た
も
の

の
、
維
持
管
理
費
が
高
額
だ
と
し

て
市
が
断
っ
た
た
め
だ
。

滋
賀
県
甲
賀
市
で
は
、
徳
川
家

光
ゆ
か
り
の
城
址
に
建
つ
資
料
館

へ
行
く
橋
が
老
朽
化
で
通
行
止
め

に
な
っ
た
が
、
補
修
せ
ず
、
う
回

路
が
造
ら
れ
る
（
中
日
新
聞
）。

公
共
事
業

人
々
の�
あ
り
が
た
や
�こ
そ

続

人
口
減
の
時
代
の
国
土
観
を
探
る
①

八
代
・
天
草
シ
ー
ラ
イ
ン

第
１
回

構
想
推
進
大
会
開
く

上天草市のメーン会場（写真はすべて
オンラインの画面から撮影）

樺島知事金子総務相

高
速
道
路
に
関
し
て
は
、
国
土

交
通
省
の
審
議
会
が
昨
年
8
月
、

65
年
ま
で
と
定
め
ら
れ
て
い
た
有

料
期
限
は
延
長
が
「
妥
当
」
と
す

る
答
申
を
出
し
て
い
る
。
将
来
の

更
新
や
進
化
・
改
良
の
財
源
を
、

受
益
者
負
担
で
確
保
す
る
道
筋
が

付
け
ら
れ
た
。

し
か
し
、
そ
の
他
の
道
路
橋
は

今
後
、
人
口
減
が
進
み
、
さ
ら
に

財
政
難
が
深
刻
化
す
る
だ
ろ
う
中

で
、
ど
う
新
設
・
補
修
さ
れ
て
い

く
の
か
。令
和
3
年
度
か
ら
の「
防

災
・
減
殺
、国
土
強
靭
化
の
た
め
の

5
か
年
加
速
化
対
策
」
が
20
年
暮

れ
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
、現
在
は
ま
だ
い
い
の
で
あ
る
。

そ
の
先
に
備
え
て
お
き
た
い
。

当
面
、
考
え
た
い
の
は
、
社
会
イ

ン
フ
ラ
は
も
う
ほ
ぼ
整
っ
た
と
い

う
「
概
成
論
」
と
、
交
通
網
が
整

備
さ
れ
る
と
地
域
が
さ
び
れ
る
と

い
う
「
ス
ト
ロ
ー
現
象
」
論
だ
。

前
者
は
も
っ
ぱ
ら
財
務
省
が
主

張
し
て
い
る
。
同
省
の
財
政
制
度

等
審
議
会
が
昨
年
暮
れ
、
鈴
木
俊

一
財
務
相
に
提
出
し
た
「
令
和
4

年
度
予
算
編
成
等
に
関
す
る
建

議
」
は
、「
こ
れ
ま
で
イ
ン
フ
ラ

整
備
を
着
実
に
進
め
て
き
た
結

果
、（
中
略
）
高
速
道
路
、
新
幹

線
、
空
港
、
港
湾
、
生
活
関
連
施

設
等
の
社
会
資
本
の
整
備
水
準
は

大
き
く
向
上
し
て
お
り
、
社
会
イ

ン
フ
ラ
は
概
成
し
つ
つ
あ
る
と
い

え
る
」
と
し
た
。
そ
の
後
に
は
、

「
よ
り
少
な
い
費
用
」
や
、「
総

額
の
抑
制
に
取
り
組
む
」
と
い
っ

た
言
葉
が
続
く
の
だ
。

ま
た
、
明
石
海
峡
大
橋
の
開
通

が
「
徳
島
県
に
も
た
ら
し
た
負
の

遺
産
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
の

が
、
京
阪
神
な
ど
都
市
部
へ
の
消

費
の
流
出
、
い
わ
ゆ
る
ス
ト
ロ
ー

現
象
だ
」（
徳
島
新
聞
）と
い
っ
た

論
調
も
検
討
す
る
。

中
央
道
・
笹
子
ト
ン
ネ
ル
事
故

か
ら
今
年
で
10
年
。
来
年
は
関
東

大
震
災
か
ら
1
0
0
年
を
迎
え

る
。
こ
の
機
会
に
、
人
口
減
の
時

代
の
国
土
観
と
イ
ン
フ
ラ
の
あ
り

方
を
考
え
た
い
。

（
続
く
）

お
断
り

「
人
口
減
の
時
代
の

国
土
観
を
探
る
」
シ
リ
ー
ズ
は
長

く
休
載
し
た
の
で
、
タ
イ
ト
ル
を

「
続
」
と
し
て
再
開
し
ま
す
。

概
成
論

そ
し
て
�
ス
ト
ロ
�
現
象
�

大
会
で
は
、
熊
本
大
学
く

ま
も
と
水
循
環
・
減
災
教
育

セ
ン
タ
ー
の
円
山
琢
也
准
教

授
が
「
シ
ー
ラ
イ
ン
と
地
域

の
未
来
」
と
題
し
て
講
演
し

た
。円

山
准
教
授
は
、
道
路
の

事
業
化
検
討
で
使
わ
れ
る
費

用
便
益
分
析
（
便
益
／
事
業

費
＝
Ｂ
／
Ｃ
＞
1
な
ら
実
施
）

の
「
限
界
を
強
調
し
た
い
」

と
し
て
、「
評
価
指
標
の
1

つ
に
過
ぎ
な
い
が
、
非
常
に

分
か
り
や
す
い
の
で
、
1
を

超
え
る
か
ど
う
か
だ
け
が
過

剰
に
注
目
さ
れ
る
傾
向
が
あ

る
」
と
指
摘
し
た
。

そ
し
て
、「
あ
く
ま
で
も
、

社
会
全
体
の
効
率
性
の
み
を

考
え
る
指
標
だ
。
交
通
量
が

大
き
い
ほ
ど
便
益
は
大
き
い

の
で
、
東
京
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
や
れ
ば
い
い
と
い
う
話

に
な
り
、
人
口
の
少
な
い
地

域
は
圧
倒
的
に
不
利
」
と
し

た
。
ま
た
、「
数
字
で
は
表

現
で
き
な
い
事
業
効
果
を
高

め
る
関
係
者
の
努
力
を
阻
害

す
る
傾
向
も
あ
る
」
と
も
述

べ
た
。

「
費
用
便
益
人
口
少
な
い
と
不
利
」

円
山
・
熊
本
大
准
教
授

講
演
で

関係機関のチラシから

八
代
・
天
草
シ
ー
ラ
イ
ン

構
想

熊
本
県
八
代
市
外
港

と
同
県
上
天
草
市
松
島
町
間

を
約
8
・
8
㎞
の
架
橋
で
整

備
し
、
車
だ
と
約
10
分
で
結

ぶ
構
想
。
県
南
地
域
と
天
草

地
域
を
結
ぶ
新
た
な
ア
ク
セ

ス
ル
ー
ト
と
な
り
、
県
南
・

天
草
地
域
の
拠
点
性
を
高

め
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

国
交
省
九
州
地
整
と
熊
本

県
が
昨
年
策
定
し
た
「
新
広

域
道
路
交
通
計
画
」
に
「
構

想
道
路
」
と
し
て
掲
げ
ら
れ

た
。

円山准教授

シーラインのイメージ図
（八代経済開発同友会提供）

「「かかけけるる、、みみるる、、ななおおすす」」橋橋のの未未来来へへ
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